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の「Identity Verifi cation and the Social Order」（第8章）で、Peter Burkeと Jan Stetsは、社会構造は役割ア
イデンティティ確認の結果だと主張する。なぜなら役割アイデンティティ確認は、ポジティブな感情を生
起させ、行為者は役割アイデンティティを実践するように動機づけるからである。
一 方 David Heise ら は「Identities, Roles, and Social Institutions: An Affect Control Account of Social 
Order」（第9章）で、アイデンティティは制度的な現実に埋め込まれており、同時に当の制度に関する個
人の感情的な意味及び実践的な知からなるものだということを確認している。
























第10章の「The Gender Frame and Social Order」（第10章）で、Ridgewayはジェンダー論から社会秩序
へとアプローチした。彼女によると、現代においてもジェンダーフレームはジェンダー間の不平等を再生
産しつつも、ミクロにおける相互作用の実践を手助けする形で社会秩序の再生産に寄与している。
第12章はボトムアップの視点から社会的秩序を理解する視点を提供している。「Interaction Order: The 
Making of Social Facts」（第12章）でAnne Rawlsは相互行為の秩序は共有された意味を前提とする、とい
う社会学理論で広く共有されている前提仮説を疑い、多くの場合社会秩序は「自生的に」社会的事実とし
て生産されることを例示した。
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